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人文学研究の

知的基盤省察と東アジア学

―近代学問と知識人―

2019年 6月 22日(土）9：30～17：30

一橋大学 佐野書院



プログラム

第1部 東アジアの語文学と境界

司会：イ・ヨンスク（一橋大学）

１．近代と近世の境界文学 松原真（一橋大学）

２.『漢城周報』(1886 －1888)所載ハングル体の記事の特質研究－その限界と意味

金榮敏（延世大学）

３．戦争とプロパガンダー 松岡昌和（立教大学）

４．近代初期日鮮語新小説の研究－『東閣寒梅』と『竹西楼』を中心に 魯惠卿（延世大学）

第2部 近代知識人の他者認識と思惟

司会：李泰薰（延世大学）

５．弁護士・布施辰治の人道主義と朝鮮認識 李圭洙（一橋大学）

６．福沢諭吉の思想基盤と朝鮮認識 金祐瑩（延世大学）

７．日本演劇運動と東アジア左翼知識人－1930年代前後の秋田雨雀、田漢と呉坤煌

呉佩珍（台湾政治大学）

８．李人稙の「小説」と「政治」－東アジアの政治小説との比較を中心に

尹寧實（延世大学）

第3部 帝国日本の知識・権力と植民地

司会：韓壽永（延世大学）

９．自然科学主義－優生学と日本近代 本多創史（福島県立医科大学）

10．近代啓蒙期の「国文論」と新しい主体形成の問題について 金炳文（延世大学）

11．植民地台湾で癩を病む／詠む 星名宏修（一橋大学）

12．日帝下反植民史学の境界－「歴史科学」を中心に 趙亨烈（延世大学）

総合討論

金炳文（延世大学）、李泰薰（延世大学）、韓壽永（延世大学）

イ・ヨンスク（一橋大学）、三ツ井崇（東京大学）、李圭洙（一橋大学）

人文学研究の知的基盤省察と東アジア学－近代学問と知識人－

日時：2019年6月22日（土）9：30～17：30

場所：一橋大学 佐野書院

お問い合わせ：hitokanken@gmail.com 
URL : http://kanken.gensha.hit-u.ac.jp
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인문학 연구의

지적 기반 성찰과 동아시아학

―근대 학문과 지식인―
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2019년 6월 22일(토요일）9：30～17：30

히토츠바시대학사노서원



제1부 동아시아어문학과경계

사회：이연숙（히토츠바시대학）

１．근대와근세의경계문학 마츠바라마코토（히토츠바시대학）

２.『한성주보(漢城周報)』소재 한글체 기사의특질연구 –그 한계와의미 김영민（연세대학교）

３．전쟁과프로파간다 마츠오카마사카즈（릿쿄대학）

４．근대초기일선어신소설연구－『동각한매』와『죽서루』를중심으로 노혜경（연세대학교)

제2부 근대지식인의타자인식과사유

사회：이태훈（연세대학교）

５．변호사후세다쓰지의인도주의와조선인식 이규수（히토츠바시대학）

６．후쿠자와유키치의사상기반과조선인식 김우형（연세대학교）

７．일본연극운동과동아시아 좌익지식인

－ 1930년대전후의아키타우자쿠(秋田雨雀), 톈한(田漢)과 우쿤황(呉坤煌)                                                                                                                            

우페이첸（대만정치대학）

８．이인직의 ‘소설’과 ‘정치’ －동아시아의정치소설과의비교를중심으로 윤영실（연세대학교）

제3부 제국일본의지식・권력과식민지

사회：한수영（연세대학교）

９．자연과학주의－우생학과일본의근대 혼다소시（후쿠시마현립의과대학）

10．근대계몽기 ‘국문론’과새로운주체형성의문제에대하여 김병문（연세대학교）

11．식민지대만에서한센병을앓다／읊다 호시나히로노부（히토츠바시대학）

12．일제하반식민사학의경계－ ‘역사과학’을중심으로 조형열（연세대학교）

종합토론

김병문（연세대학교）, 이태훈（연세대학교）, 한수영（연세대학교）

이연숙（히토츠바시대학）, 미츠이타카시（도쿄대학）,  이규수（히토츠바시대학）

인문학연구의지적기반성찰과동아시아학―근대학문과지식인―

2019년 6월 22일(토요일）9：30～17：30

히토츠바시대학사노서원

E-mail：hitokanken@gmail.com 
URL : http://kanken.gensha.hit-u.ac.jp
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